
   SDGs に関する意見文のテーマを決めよう 
大阪狭山市立南第二小学校 

教科 国語 単元名 世界に向けて意見文を書こう 

 

 本時のねらい 

社会には様々な問題があることを知り、SDGs のテーマに沿って意見文のテーマを決定する。 
 

 本時における 1人 1台端末の活用方法とそのねらい 

Google Classroom にこれまでの学習の記録を残していくことで、学習のふりかえりを自由にできるようにしている。 
黒板の板書を Classroom に掲載することで拡大して個人でじっくりと見られるようにする。 
SDGs のテーマに関して、知らないことをインターネットを使って調べる。 
 

 活用した ICT 機器・デジタル教材・コンテンツ等 

・タブレットＰＣ  ・テレビ 
・Google Classroom  
 

 本時の展開 
 

学習の流れ 主な学習活動と内容 ICT 活用のポイント・工夫 

導入 

（５分） 

○前時のふりかえりを行い、めあての確認をする。 
 「世の中にある問題について考えよう」 
 

・これまでの学習の板書やプリントなどを Classroom に掲載して
おくことで、以前の学習内容を見たい児童は自由に確認できる
ようにしている。 

 

展開 

（３０分） 

○個人、地域、国、世界などにある問題を付箋に書き込ん 
で黒板に貼る。 

 
○付箋に出された問題を SDGs の 17 の目標に分類す
る。 

 
 

 
 
 
・教員がそれぞれの付箋の画像をカメラで撮影し、Classroom
に掲載することで、端末上で一人ひとりが全ての付箋を見て、活
動をすることができる。 

・SDGｓの１7 の目標をくわしく見直したい児童は、以前の学習
で活用した Web ページを見て確認できるようにしておく。 

 

まとめ 

（１０分） 

○SDGs の 17 の目標から自分がテーマにしたい目標を一
つ選ぶ。 

 
○ふりかえりを行い、次時の学習の予定を確認する。 

・環境問題や人権問題など、テーマにする１つの目標を選ぶ際
に、必要に応じて検索エンジンで調べて問題の具体的な内容を
知ったうえで決定する。 

 

 1 人１台端末を活用した活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童生徒の反応や変容 

・単元を通して一斉に調べ学習を行わずとも、各自必要に応じて調べたい情報を適宜見つけ出すことができていた。 
・学習の記録等を Classroom に掲載しておくことで、欠席した時や自宅で学習をする際にも確認ができるので、授業外でも活用することができていた。 
・板書を拡大したい際に画像を添付する方法は効果的だった。 
 

 授業者の声～参考にしてほしいポイント～ 

・Classroom に授業の記録を残しておくことで、どこにいても必要な時に情報を確認できることが ICT の強みだと思う。 
・使い慣れることと同時に、どちらが正しいか、信頼できるか、という情報の比較も必要であると感じた。 
 

小学校 

６年 

写真１ 写真２ 写真３ 

写真１：Classroom に掲載している板書
や、ワークシートなどを確認している場面。 

写真２：黒板に貼ったメモを拡大して確認し
ている場面。 

写真３：SDGs の目標について詳しく検索し
ている場面。 


